
　「食べることは，生きること」．子ども
たちが上手に「噛める・食べられる・呼
吸できる」よう実践することで，多くの
患者さんが笑顔になる著者の医院．この
取り組みを「手づかみ食べ」など 15本の
動画とともに解説．小児歯科が注目され，
「口腔機能を育てる診療体制」が求められ
る今，本書の「0歳からの成育歯科プログ
ラム」を活用してみましょう．
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       「食」を軸にした乳幼児期からの口腔成育の実践

子どもたちが
上手に噛める･
食べられる･
呼吸できる       本

口腔成育はなぜ必要？　治療のゴールは明確ですか？　

歯並び・噛み合わせ治療は何のため？

小児歯科は，小児期の歯科というだけではありません．カリエス・歯周病予防

だけでなく，「口腔機能を育てる診療体制」が求められています！
さあ，「0歳からの成育歯科プログラム」を活用してみましょう！

柿崎陽介著

著

ようになる 

動画

「手づかみ食べ」を
はじめ１５本の動画
が見られます！
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● TBI

●クリーニング

●食事・就寝姿勢

●外あそび

●口呼吸・メディアの注意

●噛む回数

●矯正一期治療
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●全顎的スクリーニング①
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●栄養バランス

●甘味コントロール

●スポーツドリンク・清涼飲料水の注意

●フッ化物

●甘味のコントロール

●レントゲン（口翼）

●シーラント

● TBI

●クリーニング

●食事・就寝姿勢

●外あそび

●口呼吸・メディアの注意

●噛む回数

●矯正二期治療

●MFT

●全顎的スクリーニング②
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●フッ化物
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● TBI

●クリーニング
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●口呼吸・メディアの注意
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カリエス予防，歯周病予防だけで

なく，口腔機能を育てる診療体制

が求められています．

生まれてくる赤ちゃんを

イメージしながら．

P.68より

抱っこの仕方，授乳姿勢も

大切．
P.69より

全身の運動は，体幹や頸部

の発達に必要．

P.78より

初めての歯みがきを保護者

にやってみせる．

P.76より

歯科健診に合わせた

栄養相談で保護者に

寄り添う．

P.82より

床に足を着けて安定し

た食事姿勢が大切．

P.84より
兄弟の真似をして，上手に

ユニットへ．

P.88より

安定した姿勢で正しい

咀嚼を学習していく．

P.87より

買い物から調理，片付けまで

全部自分で行う「弁当の日」．

P.97より

前歯で噛んだ経験がない子ども

には，前歯を使う練習も．

P.120より
糖尿病専門医とともに糖質０自販機

を設置して地域への啓発．

P.１24，127より

全顎的スクリーニングで異常を

早期に発見し，適切に対応する．

P.110より

手づかみ食べの離乳食で，手と

口の協調運動を発達させる．

P.74より

動画13

顎の偏位や身体のゆがみは，小

さな“ひずみ”の積み重ね.

　P.131より
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　「栄養（食）指導」 「口腔衛生」「咬合・姿勢」の

３項目から見る「０歳からの成育歯科プログラ

ム」を掲載．口腔衛生だけでなく，成長段階に

合わせた咬合と姿勢の指導，そしてもっとも大

切な成長発達のための栄養指導を行うことで，

健康な育ちの支援ができる体制を紹介します ！
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子どもたちの口腔の現状と
今後のストラテジー
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上手に噛める・食べられる・呼吸できる
ようになるための基礎知識

Part Ⅲ
０歳からの成育歯科プログラムの実践法
とメインテナンス時の注意点

柿崎陽介著

動画

　　　　を軸にした乳幼児期からの口腔成育が実践できる ！

「手づかみ食べ」など15本の動画付 ！ 
食
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　定期的な健診・メインテナンスの際にまず歯科医師，歯科衛生士が歯科健診とブラッシング指導，フッ 化物塗布などを行います．乳臼歯部の隣接面カリエスは， 3 歳以降に多発します．
　この時期は甘い飲み物等による隣接面カリエス予防のためのフロスの活用が重要です．出血などが怖くてフロスがうまくて使えない保護者も多いため，実際に家庭で行う姿勢でフロスを体験してもらいます . 

3 ～ 5歳頃の「口腔衛生」２

　 4 歳を目安に，できれば咬翼法レントゲン（バイトウィング）による隣接面の診査 (図33）も行います．同時にユニットに座る練習も行い， クリーニングやフィッシャーシーラントなどの予防処置を行います(図34)24〜2６.
　また，味覚を育てる 意味でも甘味のコントロールや，咀嚼回数を増やす食事についてニュースレターなどを活用して指導します．　

▶［口腔衛生］ 定期的な健診・メインテナンスが重要（図33，34）

図34a　上手にできるようになったら，クリーニングやフィッシャーシーラントなども行う．
図34b，c　 4 歳を目途にユニットに座る練習をする．兄姉の受診する姿をみることでユニットに座れるようになる．図34d　 4 歳になったら，ユニットデビュー．「ほら，みてごらん！　お友達，上手にできてるね！」

図33c，d　咬翼法レントゲン．隣接面カリエスをチェックし，フロスの活用などを提案する．見逃すとメインテナンスの信頼性が低下する．

図33a，b　口腔内診査ではカリエスは認めないが， 3 歳以降は隣接面カリエスの診査も重要．
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いま，子どもたちの口腔は？　健康は？／患者が上手に噛める・食べられる・呼吸できるようになる歯科医院／
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　離乳食は，身体を大きくするために，より栄養価

の高い食べ物を取り込むための咀嚼のトレーニング

です．しかし，母乳という液体から固形物に変わる

わけですから，スムーズに進みません．

　赤ちゃんにとっては，未知の物体（食物）を口に入

れる行為で，乳児嚥下＊から成人嚥下＊＊への移行期

でもありますので，上手に食べられないのは当然で

す．スムーズに食べられないことを心配しすぎるあ

まり食べやすさに重きをおくと，とても軟らかいも

のが中心になります．また，手や顔を汚すことをよ

しとしない保護者が増えているため，スプーンで流

6 ～12か月頃の「栄養（食）指導」1

し込める食事が中心になりがちです．どろどろとし

た離乳食を多用し，口唇や前歯を十分に使わないま

ま成長している赤ちゃんが増えています．このこと

が前歯部歯槽骨（切歯骨）の成長を不十分にしている

とも考えられますし，舌をしっかりと口蓋へ当てて

飲み込むことも大切です．口蓋の形は，舌機能を表

しています．舌筋を含めた口腔周囲の筋肉を育てる

ため，手づかみ食べによる離乳食６〜8をすすめてい

図１4b～d　手と口をしっかり使って食べる．手づかみ食べは舌筋を含めた口腔周囲の筋
肉を育てるためにも有効．何度もさわっ

たり口に入れたりして学習していく．大人の「食べてもいいよ」という笑顔のメッセー
ジも大切．

▶［栄養（食）指導］ 手づかみ食べによる赤ちゃん主導の離乳食

動画 ６

図１4a　手づかみ食べによる離乳食は，
赤ちゃんの咀嚼能力，手指の巧緻性，口
と手の協調運動を発達させる．

＊　乳児嚥下：生まれた時から備わっている反射運動．

＊＊成人嚥下：離乳期以降，発達にともない獲得する学習運動．

動画 ７

b c d

a

74

75

動画 ５

P059-115_kodomotachi_Part3-1.indd   74
2020/07/02   10:19

　子どもの活動性が高まり，自分の身体に
も興味をもつ時期です．本人へは「ちゃんと

来てくれてるから，

むし歯は大丈夫です！　でも歯ぐきは少し
腫れてるから，たまにはお家の人にチェッ

クしてもらってね．

むし歯にならないようにフッ化物も使いま
しょう！　（口呼吸の場合）口を閉じたら歯

並びにも歯ぐきに

もいいし，もっとかっこよくなるから口は
閉じる！」とアドバイスしています．

保護者へのトーク法

Part Ⅲ　０歳からの成育歯科プログラムの実
践法とメインテナンス時の注意点

　側方歯群が萌出を迎え，咬合状態が安定
に向かう

時期です．叢生や前歯部カップリングの状
況は保護

者にとっても関心が高く，また，今後の咀
嚼様式に

も大切な時期です．

　女子はとくに身体の成長が著しい時期で
もあり，

可撤式の機能的矯正治療を行う場合は最適
な時期に

も重なります．治療を行う際は身長と体重
の変化を

把握して，最大限の効果を発揮できるよう
説明しま

す．

　また，噛み合わせが悪く，これまで前歯で
噛み切っ

た経験がない子どもは，矯正治療をしても
前歯の使

い方がわかりません。当院では，パラフィ
ンワック

スを用いて前歯を使う感覚を学習しても
らいます

（図８１）．　

10～12歳頃の「咬合・姿勢」3

そして，12歳前後で第二大臼歯の萌出方向
異常や智

歯の有無について，パノラマエックス線写
真によ

る ２ 回目の全顎的スクリーニング（自費）を行
います

（図８２～８７）．ポステリアディスクレパンシ
ーによる

下顎第二大臼歯の近心傾斜や舌側傾斜の兆
候を確認

し，場合によっては智歯の抜歯を行うこと
で，でき

るだけこれを回避します．

　この時期の後半は，矯正二期治療の適応
にもなっ

てきます．萌出状況に合わせて，審美的あ
るいは機

能的な問題について情報提供を行い，矯正
二期治療

の説明を行います．同時にMFT（口腔筋機
能療法）も

必要となります．不正咬合がある場合，大
半は機能

の不具合もありますので，口腔機能への対
応は矯正

二期治療を行う場合でも必須です（図８８）．

▶［咬合・姿勢］ 2 回目の全顎的スクリーニングで異常が見つかったケース（図８２～８７）

図８２～８７　永久歯が萌えそろう時期にも，口腔内診査からはわからない問題が生じている可能性がある．

矯正治療終了後，噛み切る練習前
うまく噛み切れない

噛み切る練習後
スムーズに噛み切れる

図８１a，b　当院で行っている，前歯で噛む練習．噛み合わせが悪く，前歯で噛んだことがない子どもは，矯正治療をしても前歯

で噛み切ることができない．そこで当院では前歯で噛むことを指導する際，パラフィンワックスを使って噛み切る感覚を学んで

もらう．

a
b

図８４a，b　 6 年経って大きくなった唾石．口腔外科で摘出となった． a：初診時．b ： 6 年後（摘出時）．

図８５　₈逆性埋伏智歯．口腔外科へ対診

の結果，経過観察となった．

a
b

▶［咬合・姿勢］ ワックスを使い前歯で噛み切る練習を行う

動画15
動画14

図８３　まれに永久歯萌出後に過剰歯が見られることがある．歯根吸収が起こる前に

過剰歯を摘出する必要がある．

図８２　₂₁の歯間空隙の原因と思われる

歯牙腫．

 [ ケース１３］：₂₁部の歯牙腫  [ ケース１４］：永久歯列萌出完了時の過剰歯 

 [ ケース１５］：唾石症 

 [ ケース１６］：₈逆性埋伏 
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患者の年齢ごとに「栄養（食）指導」 「口腔衛生」 
「咬合・姿勢」の３項目をどのように実践して
いるかを解説 ！

写真や文章ではわかりにくい部分を動画で解説 ！
「手づかみ食べ」など 15 本の動画が見られます ！

さまざまな年代の子どもたちの「保護者への
トーク法」を学びましょう ！
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